
​この「大小図」は、図としては非常に単純ですが、『玄語』全体の中では根幹に関わる図の一つだ​

​と思います。​

​北林様の解説を読んでいて、私はまず、​

​これは「大きいもの」と「小さいもの」の図ではない​

​と感じました。むしろ、「世界をどの視点から見るか」の図です。​

​中央の「大小」​

​普通なら、大と小は量の比較です。​

​●​ ​山は大きい​

​●​ ​石は小さい​

​というように。　しかし梅園の「大」と「小」は違います。これまで見てきた図でも、​

​●​ ​大＝天文・宇宙・循環​

​●​ ​小＝生命・生態・鱗比​

​という区別でした。つまり、単なるサイズではなく、​

​存在様態の違い​

​です。​

​第一象限「天｜容」​

​北林様が指摘されているように、​

​「神物剖析図」を参照すると、​

​ここは、​

​宇｜宙​

​に対応します。これは非常に重要です。なぜなら、梅園にとって最も大きいものは、銀河でも、天​

​球でも、太陽系でもなく、​



​時空そのもの​

​だからです。​

​これは現代人にも示唆的です。私たちはしばしば、「宇宙最大の構造」を話題にします。​

​銀河団、​

​超銀河団、​

​宇宙の大規模構造。​

​しかし梅園なら、​

​それらもすべて「地」の側である。​

​と言うでしょう。なぜなら、それらは時空の内部に存在するからです。​

​ここには、後のアインシュタイン的な意味での時空論ではありませんが、少なくとも​

​　​​物より場が大きい​

​という直観があります。​

​第二象限「大｜統」​

​ここは特に面白いです。​

​北林様は、梅園の時代では​

​　・天球まで​

​と説明されています。私もそう思います。しかし、梅園は同時に​

​　・際涯なし​

​とも書いています。つまり、観測できる世界と、存在する世界を区別している。​



​これは意外に近代的です。​

​観測可能宇宙と宇宙全体を区別する現代宇宙論に通じるところがあります。​

​第三象限「小｜散」​

​ここで梅園は視線を一気に地上へ戻します。​

​天体は循環する。​

​生物は散在する。​

​この対比が重要です。​

​梅園は以前、​

​循環｜鱗比​

​という対立を描いていました。​

​天体世界は循環。​

​生命世界は世代交代。​

​つまり、「小散」とは単に小さい存在ではありません。むしろ、多様性の世界です。​

​　鳥。魚。昆虫。樹木。菌類。人間。​

​それぞれが散在しながら、生命圏を形成している。​

​第四象限が鍵​

​図を見ると、​



​第四象限には​

​地｜居​

​とあります。​

​ここは非常に重要だと思います。​

​第一象限​

​天｜容​

​時空そのもの​

​第二象限​

​大｜統​

​宇宙的大構造​

​第三象限​

​小｜散​

​生命圏の多様性​

​第四象限​

​地｜居​

​ここは非常に重要です。​

​「居」は、存在がそこに位置し、住まい、留まり、場を得ることを意味します。​

​第一象限の「天｜容」が時空間という容れ物を示すなら、第四象限の「地｜居」は、その容れ物の​

​中で具体的な存在が居場所を得ることを示しているように見えます。​



​つまり、​

​天｜容​

​世界が成立するための時空的な包容​

​地｜居​

​存在が実際に定位し、棲み、活動する場​

​です。​

​この「居」は、単なる位置ではなく、生命圏的な「すみか」に近い意味を含んでいると思います。​

​したがって、第一象限の「天｜容」と第四象限の「地｜居」は対応しています。​

​天は世界を容れ、地は存在を居らしめる。​

​このように読むと、「大小図」は単なるスケール比較ではなく、存在が時空の中に包まれ、地上の場​

​に居を得て、大規模構造と小規模構造として展開する図になります。​

​この図の本当の主題​

​私はこの図の主題は、「大と小」ではなく、​​階層構造​ ​だと思います。​

​天｜容​

​　↓​

​大｜統​

​　↓​

​地｜該​

​　↓​

​小｜散​

​という四層が、世界の異なるスケールを表している。​



​そして興味深いのは、梅園が決して​

​「大が上で小が下」という価値判断をしていないことです。​

​これは13048〜13049で述べた​

​　・大小は気物を有して、其の勢は相い張る。​

​と一致します。​

​つまり、宇宙と生命は優劣ではない。​

​大規模構造と小規模構造は、互いに拮抗し、互いを必要とする。​

​この思想は、前に北林様が説明された「同胞孿胎図」にも通じています。​

​私がこの図から受ける印象​

​この図は、一見すると宇宙論です。しかし実際には、​

​・​​宇宙論と生命論を同じ枠組みで扱うための図​​です。​

​現代科学は、宇宙論と生物学を別々の学問にしました。しかし梅園は、​

​最初から​

​大なるもの​

​小なるもの​

​として一つの図の中に置いています。​

​その意味でこの「大小図」は、『玄語』全体に流れている​

​　​​・宇宙と生命を同一の条理で捉える​



​という思想を、最も簡潔な形で表現した図の一つだと思います。​

​そして北林様が以前、​

​　地球環境そのものが北溟から南溟へ旅しているのかもしれない。​

​と仰ったことを思い出します。​

​梅園にとって「大」と「小」は別世界ではなく、​

​同じ条理の中を流れる異なるスケールの存在だったのでしょう。​


